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主な掲ࡌ記事
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　１月１�日​に、太田市役所で「議会報ࠂ会・意見
交換会」を開催しました。意見交換会では、市民と
議員が少人数のグループに分かれて、自༝に意見を
出し合い、活発な議࿦が行われました。
　市議会では、市民のօさんからの市政や議会に関
する意見を今後の議会活動に生かしていきます。

�月定例会〣೔ఔ
2月16日㈪　本会議
　令和8年度予算案上ఔ（施政ฒ〨〠財政方針及〨׺別આ明）

2月17日㈫　本会議
　市長提出議案（当初予算以外）〣આ明

2月20日㈮　本会議　
　議案（当初予算以外）質ٙ、委員会付託〟〞

2月25日㈬～ 27日㈮　本会議　
　施政ฒ〨〠財政方針及〨予算〠対『぀総括質ٙ

3月  3日㈫　総務企画委員会　市民文教委員会

3月  4日㈬　健康福祉委員会　都市産業委員会

3月  9日㈪～ 11日㈬　予算特別委員会

3月17日㈫　本会議　委員長報ࠂ〟〞
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　意見交換会で４つのテーマを設定し、テーマごと
の会場に分かれてディスカッションを行いました。
　各会場で出された意見については、後日太田市
議会ホームページに報ࠂ書を掲ࡌします。
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令和7年度
議会報告会 ・ 意見交換会

開⿾ぁ〔議会ぇ目指「〛

※�原ଇޕ前�時30分開会。日ఔ・時間〤変更〣場合⿴〿。
どなたでも傍聴できますので、お気軽にお越しください。
　 「ৄ。〤太田市議会りがわらがでぇ〉覧⿶〔〕。⿾、
ి話〟〞〜⿼問⿶合い【。〕《⿶。
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本市のࣗಈं産業がߦ⿸ゑーター
スポーツ׆ಈを通」〔地域のྗ׆
૿進、̥ ̧と支援の⿴り方について

志友会　∁野　തળ

本市のブランへ化に向け〔現状と
課題、〒して今後のల։について

志友会　長　正༞

2次元コードを読み取ると、議員それぞれの全ての質問の様子をご覧いただけます。

市民・地域ॅ民との対࿩を通」〔
政ӡӦについてߦ

志友会　੨木　խߒ

��݄ఆྫ会ɹҰൠ࣭໰ཁࢫ

議　員　本市の情報発信体制がॎ割
りであるため、一元化して統合的な発
信を行う仕組みをつくることについて
伺います。
企画部部長　各事業担当課で情報
発信を行っていますが、組織をԣ断す
る総合的な施策や特徴的な政策につ
いてはさまざまな媒体を活用し、統一
。ある市政情報発信を考えていますײ
議　員　ݸ々の魅力が点在し、統一し
たメッセージが十分に形成されていな
い課題があるため、「太田市ブランド
戦略（Ծ称）」の策定の検討について、
市長の所見を伺います。
市　長　ؾ付かない地域の魅力や資
源などは多ذにわたり、単にブランド
戦略の立ち上げだけでは、その理解や
共有は難しいため、まずは資源の再発
۷や情報発信により本市のブランドを
考えていきたいと思っています。
議　員　ブランド化を専門に担当する
ி内ԣ断型「ブランド推進室（Ծ称）」
の設置について所見を伺います。

市　長　ブランド推進室の設置予定
はありませんが、マーケティングやブラ
ンド戦略の観点は重要ですので、本市
としての対応を検討していきたいと考
えています。

議　員　公約で掲げられたマーケティ
ング課を核に、ॎ割りをԣ断する体制
を確保し、ブランド戦略認定制度、魅
力発信を総合的に推進することについ
て伺います。
市　長　今後マーケティング課の設置
を検討していく中でしっかりとブランド
推進戦略を進めていきたいと考えてい
ます。

議 　 員　本市に生産拠点がある
46#"36と日野自動車のϞータース
ポーツ活動を応援することは、本市の
ະ来を共に創

つく

る重要な地域戦略の一
つと考えますが、国内最高ๆの自動車
Ϩース「46P&3 (T」でのP3ブース
出展の手応えについて伺います。
企画部部長　来場者から޷意的な意
見をもらい、本市の認知度アップに非
常に手応えがあったとײじています。
議　員　来年度も継続してもらいたい
と考えますが、所見を伺います。
企画部部長　課題や成果を踏まえ、来
年度も継続実施したいと考えています。

議　員　Ϟータースポーツでの活༂
は本市のものづくりの素੖らしさを実
証でき、その盛り上がりは本市の活力
増進に大きく寄与するため、日野自動
車のラリー車の活動を伝える展示の機
会を増やしてほしいと考えますが、所見
を伺います。
産業環境部長　今後も積極的に展示
の機会を創出したいと考えています。
議　員　企業のϞータースポーツ活
動を地域資源の一つと考え、市民と企
業と行政が一体となって全国に本市の
魅力を発信していくべきと考えますが、
市長の所見を伺います。
市　長　本市はスポーツを通じた׭
民連携のまちづくりに力を入れており
ますが、「ものづくりのまち」でもありま
す。自動車産業が盛んですので、Ϟー
タースポーツ活動にも力を入れ、取り
組んでいきたいと考えています。
■その他の質問
▷୯਎生ऀ׆の૿Ճに対応した公Ӧ
ೲࠎ施設の今後について

議　員　本市では、市民・地域住民と
の対話の機会の一つとして、例年３月
に各地区で「予算のあらまし地区࠙談
会」を開催していますが、概要について
伺います。
地域振興部長　新年度予算の概要や
主要事業などを市民へઆ明して理解
を得るとともに、市民参画と協働による
まちづくりを進めるため、市民と市長と
の自༝対話の機会を設けています。

議　員　対話の機会は、市民参画、協
働のまちづくりを推進する観点から大
੾であるため、新年度の予算成立後
の地区࠙談会だけでなく、新たに対面

型の市民・地域住民との対話の機会、
「（Ծ称）おおたະ来トーク」を地区
別、地域別などで開催すべきと考えま
すが、市長の所見を伺います。
市　長　「新年度予算のあらまし地区
࠙談会」は、今年度から「おおたタウン
ミーティングʙ新年度予算と太田のະ
来ʙ」とタイトルを変更し、これまでと同
様に各地区での開催を予定していま
す。まずはこの࠙談会を実施し、改善し
ながら、ϕストな形で市民との対話の
場を設けることができるよう前向きに
検討していきたいと考えています。
議　員　市民との対話は「開かれた
市政」にもつながるものと考えますが、
市民・地域住民との対話を通じた行政
運営について、所見を伺います。
市　長　市政を進める上で市民との
対話は非常に重要であり、多くの人と
対話しながら行政運営を進めていきた
いと考えています。
■その他の質問
▷こども・子育て支援の推進について

議　員　少子高齢化が進み、要介護
者が増加する一方、介護職の現場を
支える人材は不足しています。人材確
保や支援への取り組みはٸ務であり、
6月定例会でも質問した通り、国や県
と協力して介護職に関わる資格や研
मの補助などの支援を実施すべきと考
えますが、所見を伺います。
健康医療部長　介護サービスの質の
維持や介護人材の確保、定ணは必要
なものであり、そのための介護資格の
取得や研मの費用助成などの支援も
重要であると考えていますので、資格
取得に関する研म費用の補助を検討
しています。
議　員　他市では介護職員への給
与上৐せや家௞補助、手当の支給
などの支援があり、本市でも多様な
人材確保や育成、定ணଅ進のため、
介護職の魅力を向上させる政策や
職員の処۰改善に取り組む必要が
あると考えますが、市長の所見を伺
います。

市　長　物価高騰の影響を受ける
中、本市では質の高い介護サービスを
提供できるように、適時、介護事業所
に対して支援金の交付を行ってきまし
たが、介護を支える担い手の確保は大
変重要であり、大きな社会課題である
と認識しています。今後は、介護人材を
ྔと質の両面から確保するため、処۰
改善に向けた国の動向などを踏まえ、
市としての適੾な対応を検討していき
たいと考えています。

■その他の質問
▷ۭ͖Ո対策の推進とۭ͖Ոの༗ޮ
用について׆

հޢ৬〭の支援について

公明党　୩之木　༐࡞
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์課後ぶぐつーもスの
支援体制強化について

志友会　দ川　ཌྷ

〉みスふーてゖン管理における
ॾ課題について

公明党　લ田　७໵

におけるざーみーへーど対策とߍֶ
についてܞとの࿈ࢣࡎༀߍֶ

志友会　ؠ੉　྅

令和８年度予算編成に向け〔
え方についてߟ本తなج

創政クラブ　高田　༃

議　員　先行きが不ಁ明なࡁܦ環
境のため、財政運営の基本方針を明
確にし、ルールや基準を整備しておく
ことが必要であると考えますが、ಁ 明
性の高い財政運営に向けた取り組
み方針について、市長の所見を伺い
ます。
市　長　安定した財政運営を行うた
めには、国のࡁܦ動向や市の財政状
況に応じた基金や市࠴の活用方針や
事業存廃に関わる一定のルールや基
準を定めることは必要であり、市の財
政状況や予算ࣥ行状況など、市民に
分かりやすい方法で公開するほか、事
業目的を明確にするなど、ಁ 明性の高
い財政運営に向けた取り組みを進め
ていきたいと考えています。
議　員　公約実現と財政健全性の維
持とのバランスをどのように図っていく
のか所見を伺います。
市　長　優先ॱ位付けの必要性をײ
じており、特に重要な政策から取り組
んでいきたいと考えています。また、ط

議　員　小中学校・義務教育学校に
おいて教Պ以外でༀ物ཚ用防止を学
Ϳ機会について伺います。
教育部長　外部講ࢣをটいたༀ物ཚ
用防止教室を実施しています。
議　員　ༀ物ཚ用防止教室における
外部講ࢣの人選や内容について伺い
ます。
教育部長　学校ༀࢣࡎや更生保護
女性会、警察׭などༀ物に関わる専
門家に講ࢣのґཔをしており、近年の
社会状況を踏まえ、オーバードーズの
険性といった内容についてもѻうよة
うにしています。

議　員　多文化共生を目指す本市で
は、特に外国人への適正なごみの出し
方の周知やపఈが大きな課題です
が、言語や習׳の違いから地域住民
だけではうまく伝えることが難しい状況
もあると考えます。現在、市としてどのよ
うな対応をしているのか伺います。
産業環境部長　外国人への周知方法
については、ごみの出し方のリーフϨッ
トを５カ国語で作成し、市民課窓口で
配布するとともに、ごみ分別アプリでも
確認できるようにしています。

議　員　外国人がより理解しやすくす
るため、文ࣈだけでなくイラストや動画

議　員　相談支援事業所が作成する
計画の内容確認と相談支援専門員が
事業所を๚問してϞニタリングを行っ
ている割合について伺います。
福祉こども部長　市では支給決定に
必要な利用サービスの種類や支給基
準に沿った支給ྔを確認しています
が、๚問割合については೺Ѳしていま
せん。
議　員　Ϟニタリングの形֚化を防ぐ
取り組みについて伺います。
福祉こども部長　実施方法は指導し
ていますが、相談支援事業所の新規
開設が増える一方で相談支援の手法
に事業所間で違いが見られるため、標
準的なマニュアルを作成し、支援した
いと考えています。
議　員　放課後等デイサービス事業
所の支援内容などの情報を一覧で公
開することについて伺います。
福祉こども部長　利用者目線に立っ
たホームページによる支援をしていき
たいと考えています。

存事業の中でも成果や効果が௿い事
業については統廃合やॖ小を行い、財
源と人員を再配分することも検討して
います。
議　員　新たな財源確保に向けた取
り組みについて伺います。
市　長　新たな価値や産業を生む環
境づくりによって地域を発展させ、法
人市民੫の増収につながるようなまち
づくりを進めていきたいと考えていま
す。

■その他の質問
▷̍ 市̎ 制度のままఀ滞している都市
計画について

議　員　学校ༀࢣࡎと学校の連携に
ついて伺います。
教育部長　学校ༀࢣࡎにより、学校
保健委員会での指導や助言、水道水
やプールの水質検査、教室内の空ؾ
やর度の環境Ӵ生検査などのほか、
令和６年度の教職員向けの研मであ
る学校保健講演会で、医ༀ඼のオー
バードーズについての講演が行われま
した。
議　員　今後のオーバードーズを含
めたༀ物ཚ用防止への対策につい
て、教育長の所見を伺います。
教育長　今後も関係機関との連携を
強化し、特に学校ༀࢣࡎには専門的
知識やݧܦに基づいた最新情報の提
供、教職員の研म、そして児童生徒へ
の啓発などに協力いただき、学校にお
けるༀ物ཚ用防止教育の充実に努め
ていきたいと考えています。
■その他の質問
▷౦෢మಓとの࿈ܞにΑる༠٬事業
について

議　員　今後の放課後等デイサービ
スの支援体制の強化について、市長に
所見を伺います。
市　長　相談支援専門員が不足し
ている現状を踏まえ、セルフプランを
利用する保護者に支援が必要であ
るため、必要な情報提供や、よりஸೡ
なઆ明に努めていきたいと考えてい
ます。

■その他の質問
▷ප児・ප後児保育の現状と今後の
体制強化について
▷部׆ಈの地域移ߦを見ਾえたֶߍ
施設等利用体制の੔උについて

などを活用しながら周知することにつ
いて、市長の所見を伺います。
市　長　外国人向けのスマートフΥン
でも見やすい動画などの検討を行って
おり、例え͹、ࢲ自らが出演して伝える
など、多くの人に正しいごみの出し方
が伝わるようにしたいと考えています。
また、イラストが分かりやすく伝わること
から、来年度分の指定ごみାから新し
いデβイン作成の準備を進めています。
議　員　ごみステーションの管理や設
置、不適合ごみの対応など、地区役員
の仕事が多ذにわたるため、市公式
-IN&による通報システムを導入でき
れ͹、負担軽減につながると考えます
が、所見を伺います。
市　長　地区役員の負担軽減は重要
な課題だと認識しています。-IN&の活
用など、%9推進への取り組みについて、
今後、研究していきたいと考えています。
■その他の質問
▷ू会ॴにおける๷൜対策の強化等
について

　��݄定例会では、��݄��日から��݄�日にかけて��ਓの議員͕一般質問を行いました。
໘の౎߹にΑΓ、質問と౴หの要旨を̍ࢴ　 ਓ̍ 問ͣつ঺հします。

2026年（令和8年）2月15日号　ⴾ



ʮಓのӺおお〔ʯʮچおお〔・๺ҵ৓交ྲྀ
物産館ʯを८るʮબ定ʯのূݕについて

市民やきーストの会　ਆ୩　大ี

太田市長ض૪ୣ౦日本ؐྐྵೈࣜ
野ٿ大会ʢ太田市長ഋʣについて

市民やきーストの会　大川　ܟಓ

౉ྑ੉川におけるクマ出຅対策と
機管理体制の強化についてةܞ域࿈޿

太田クラブ　౉ล　謙一࿠

市長公໿ʮ༗機೶産物の利用ଅ進ʯ
とֶڅߍ৯〭のల։について

政党　 ਔ౻　『〃るࢀ

2次元コードを読み取ると、議員それぞれの全ての質問の様子をご覧いただけます。

議　員　指定管理者ީ補者審査委
員会の外部委員における関係団体か
らの推નࠜ拠について伺います。
総務部長　団体からの推નは必ਢで
はありませんが、当初、道のӺおおた
での委員の選任では、関係団体など
から有識者の推નがあったと聞いてい
ます。

議　員　指定管理者ީ補者審査委
員会のあり方について伺います。
総務部長　委員会の運営や選任は指
針に基づき適正に行っていきたいと考
えています。
議　員　چおおた・๺ҵ৓交流物産

議　員　本市でຖ年開催している太
田市長ض૪ୣ東日本還ྐྵೈ式野ٿ
大会の概要について伺います。
文化スポーπ部長　本大会は、ຖ年5
月中०に太田市運動公園野ٿ場他3
会場で開催しており、関東や東๺、๺
ւ道、新ׁ県の還ྐྵ野ٿチームのうち、
各都道県の還ྐྵ野ٿ連ໍから推નさ
れた最大32チームで૪われています。
議　員　本大会を本市で開催する意
義について伺います。
文化スポーπ部長　本大会は生涯ス
ポーツの振興のみならず、参加チーム
間による交流やҿ食、॓ ധ、観ޫを通
じたࡁܦ効果や関係人口の拡大が図
られていることから、スポーツによるま
ちづくりの一環として大きな意義を持
つ事業だと考えています。
議　員　開催時期に関する要望や対
応について伺います。
文化スポーπ部長　ઇ解け時期のた
め、6月に変更要望がありますが、都市
対߅野ٿ๺関東大会と重なるため、5

議　員　クマ出຅時に市民の生໋と
安全を守るためには関係機関との連
携や初動対応のスピードと実効性を確
保することが不可欠ですが、現状と今
後の方針について伺います。
೶政部長　大型्が出຅した場合な
どは、警察や消防本部と連携し、周辺
ύトロール、住民への注意喚起を行っ
ています。ྌ༑会には、出຅状況など
を考慮した上で安全確保に向けた対
処方法を協議しており、連携して対応
したいと考えています。

議　員　大型्を引き寄せない環境
づくりが最も効果的な予防策と考えま

議　員　本市の食育や学校教育全体
の中での有機農産物の位置付けと、み
どりの食料システム戦略や「有機農業の
日」の取り組みを踏まえた本市の方向
性について、教育長の所見を伺います。
教育長　有機農産物は環境負ՙ௿減
や持続可能な食料生産のଅ進に対す
る理解を深める観点からも、学校教育
に有効であると考えています。課題とし
て、必要な食材ྔの確保とコスト面の
問題がڍげられますので、先進事例を
参考にしながら、調査研究を進めてい
きたいと考えています。
議　員　市長公約の中で「学校給食
での地元農産物や有機農産物の利用
ଅ進」を掲げていますが、現在の価格
や供給ྔの制約を踏まえつつ、今後ど
のように具体化していくのか、市長の
所見を伺います。
市　長　価格や供給ྔが課題である
とײじていますが、国や県に௥ਵしな
がら、本市としてもしっかり取り組んで
いきたいと考えています。今後の学校

月と�月開催の案で調整しています。
議　員　本大会は長いྺ࢙があり、
効果や関係人口の拡大が見込ࡁܦ
め、本市をアピールするઈ޷の機会で
すので、来年度も本市で開催すべきと
考えますが、市長の所見を伺います。
市　長　引き続き、関係機関と調整や
連携を進め、「スポーツのまち太田」を
代表するような大会が開催できるよう
努めていきたいと考えています。

■その他の質問
▷八Ԧ子ࢁ公園ุ地の෼ৡ৚件の緩
和について
▷ಇ͖やすい৬場ͮ Γ͘について

すが、その対策について伺います。
೶政部長　放任果थのെ採のほか、
の地区には田ാなどにおける༠ࡍࢁ
Ҽ物のఫڈを周知しています。
議　員　࿦語にh 民信なく͹立たずʱ
という言༿があり、住民の安全に対す
る信པが༳らげ͹行政はその存在意
義をࣦうという意ຯです。今、クマ対
策はまさにそのہ面にあると思われま
すので、市民の໋と生活を守るために
クマ対策の強化をਝ଎に進めていた
だきたいと考えていますが、今後の्
害対策について、市長の所見を伺い
ます。
市　長　国や県との連携やクマ出຅
を૝定した体制整備が必要で、ྌ༑
会や出຅૝定地区と情報共有、情報
交換を通じて持続可能な्害対策体
制を構築したいと考えています。
■その他の質問
▷日ۜۚ利利上͛ہ໘における地域
経済のडけࡼと制度༥ࢿにΑる成長
支援について

館のプロポーβル選定委員は５人中２
人が市職員でしたが、公平性、第三者
性の担保について伺います。
産業環境部長　委員の൒数以上が
外部からの有識者であり、担保は取れ
ていると考えています。
議　員　委員選任の重要性やಁ明
性、公平性、੹任の所在について、市
長に所見を伺います。
市　長　事業者を最終的に決定する
のは市であり、選定委員会などは第三
者的なࢹ点から審査やධ価を行う補
完的な立場ですが、੣実で適正な職
務਱行が求められていると考えていま
す。
議　員　ಁ明性確保のためにも、改
善の必要性について所見を伺います。
市　長　会の目的や委員に必要な職
੹などを総合的に勘案していくべきで
あると考えています。
■その他の質問
▷ೖࡳにおけるインセンςΟブ発஫
について

　一般質問の໛様は、ଠా市議会ホームページʮΠϯλーωοτதܧʯからご覧いただけます。

給食への有機農産物の導入について
は、見通しも含めて検討を進めていき
たいと考えています。

議　員　有機農産物を取り入れた給
食導入の優先度について、所見を伺い
ます。
市　長　「有機農業の日」は非常にྑ
い機会だと思いますので、例え͹家庭
Պのत業で材料を使用するなど、有機
農産物を活用する取り組みを検討し、一
歩ずつ進めていきたいと考えています。
■その他の質問
▷જࡏ保育࢜の෮ؼ支援と保育現場
のෛ担ܰݮについて
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議　員　本市の総合計画の基本目
標には「スポーツや芸術、文化活動等
の振興を通して、年齢を問わず誰もが
学び続けること」とありますが、市民の
文化活動の拠点である文化協会連合
会の概要と活動状況について伺いま
す。
教育部長　市内の文化・芸術活動を
通じて文化団体の連携を図り、活動を
助成することで市民の文化向上を目
指すことを目的として平成20年に設立
されました。太田市民文化祭の運営や
両毛5市の文化協会交流事業などを
行っています。

文化を育てるまちづくりについて

太田クラブ　白石　 と子

議　員　顧客という立場を利用し、従
業員の心身の健康や職場環境に深刻
な影響を及ぼす行為であるカスタマー
ハラスメント（カスハラ）に対し、令和8
年10月より企業を対象に対策を義務
付ける法律が施行されますが、概要に
ついて伺います。
産業環境部長　職場におけるカスハ
ラ防止のための措置を講じることを事
業主に義務付けたもので、方針の明確
化と周知や啓発、相談体制の整備や
周知などを求めるものです。
議　員　社会全体で取り組むという
観点から本市の支援が必要と考えま
すが、市内事業者や従業員がカスハラ
を相談できる窓口について伺います。
産業環境部長　企業内の窓口のほ
か、県の労働政策課に設置された県
民労働相談センターで相談することが
できます。
議　員　カスハラ問題は人権尊重と
いう本市の理念に直結する事案である
と考えますが、カスハラ対策について

市長の所見を伺います。
市　長　市役所においても職員の就
業環境を守るために取り組むべき重要
な問題であると認識しています。
議　員　他市では、市独自の啓発ポ
スターの作成・掲示や通話の録音、報
道機関を通じた周知により効果があっ
たと聞いています。本市としても組織全
体で実効性のある対策に取り組むべき
と考えますが、所見を伺います。
市　長　市民や事業者に対し、国や
県、各種団体と連携して、市独自の啓
発チラシを配布するなど、効果的に啓
発していきたいと考えています。

カスタマーハラスメント対策に
ついて

公明党　高橋　えみ

議　員　太田市運動公園の興行開
催時における駐車場使用料のあり方
について、市長の所見を伺います。
市　長　有料駐車場の運用は、興行
の規模内容が多様であり、統一基準
や料金徴収対象など多くの課題があり
ます。現在有料化の予定はありません
が、他自治体の類似施設などを参考に
し、よりよい方策を検討していきたいと
考えています。
議　員　にぎわい創出のため、サン
ダーズ通りの設置やバスターミナルお
おたをサンダーズスクエアとして演出す
る取り組みなど胸が踊るような仕掛け
について伺います。
市　長　費用対効果を勘案しながら、
バスターミナルおおた周辺の空間活用
を図り、まち全体を盛り上げていきたい
と考えています。また、商工会議所から
サンダーズプロムナードに関する提案
があった歩道のカラーリングについて
は、費用面や沿線の店舗との調整など
課題があるため、商工会議所の協力も

得ながら、検討していきたいと考えてい
ます。

議　員　スポーツ文化向上のための
今後の取り組みについて伺います。
市　長　今後もさまざまな企業団
体、ボランティアの人たちと協働を深
め、地域課題の解決を図るとともに、
オープンハウスアリーナ太田を核とし
たスポーツを通じた持続可能なまち
づくりを推進していきたいと考えてい
ます。
■その他の質問
▷太田市都市計画マスタープランに
みる本市の土地利用について

スポーツでまちを盛り上げる施策に
ついて

創政クラブ　久保田　俊

議　員　本市を代表する尾島ねぷた
まつりの運営の課題について伺います。
産業環境部長　尾島ねぷたまつりは、
市からの負担金や企業からの協賛金
などで運営していますが、昨今の物価
高などの影響で協賛金が減少してお
り、運営費の捻出に苦慮しています。

議　員　協賛金はまつり運営の基盤
であり、地域の絆を深める役割も担っ
ていますが、年々確保が難しくなってお
り、その対策について伺います。
産業環境部長　今年度は初めてクラ
ウドファンディングを導入しました。今後
も協賛金以外の方法を研究しながら、

まつりの事業費を生み出していきたい
と考えています。
議　員　今後の地域のまつりにおけ
る補助金の方向性について伺います。
地域振興部長　合併前から支援して
いるまつりは、引き続き支援し、1％まち
づくり事業補助金は見直しにより単独
行政区のまつりも対象とします。
議　員　尾島ねぷたまつりは40周年
を迎え、今では県を代表するまつりの
一つとなりましたが、市長の所見を伺
います。
市　長　伝統のある地域が一体と
なったまつりであり、引き続き維持して
いくことが最も重要だと考えています。
議　員　物価高騰などの影響で以前
にも増して費用が必要となりますが、
負担金について、所見を伺います。
市　長　予算全体のバランスを考慮
しつつ、基本的には増やす方向で対応
したいと考えています。
■その他の質問
▷長楽寺境内の蓮池の課題について

本市のまつりの支援について

志友会　 高木　きよし

議　員　文化芸術活動の拠点として
の文化協会連合会の今後の事業展開
について、市長に所見を伺います。
市　長　市民文化の活動拠点として
文化協会連合会の協力は欠かせず、
国・県が力を入れているのが伝統文化
の保存継承です。本市としては、文化
方面の技術力を上げられる団体となる
ように支援し、義務教育と連携して若
い世代に伝統文化の魅力を発信して
いきたいと考えています。
議　員　文化功労賞や奨励賞を表彰
することは本市の芸術文化の向上、発
展のために重要なことと考えますが、
所見を伺います。
市　長　本市の芸術文化の分野で顕
著な業績を上げられた人に文化功労
賞や奨励賞を表彰することは、芸術文
化の向上、発展につながると思います
ので、今後も継続して貢献者を表彰し
ていきたいと考えています。
■その他の質問
▷こども計画策定について

　質問表題の右横にある２次元コードを読み取ると、それぞれの議員の一般質問の様子を全てご覧いただけます。
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たが、所見を伺います。
市　長　人づくりは非常に重要であ
り、必要なものは引き続き取り組んでい
きたいと考えています。
議　員　予算を有効に使うため、芸術
学校に高度なスキルを持った職員を配
置すべきですが、所見を伺います。
市　長　今後も子どもたちが本市の
文化を担っていく機会をしっかりと探求
していきたいと考えています。

■その他の質問
▷藪塚本町地区における中央公民館
の移転、保健センター廃止など公共
施設再編について

議　員　本市の小中学校・義務教育
学校における学校校務員の配置状況
について伺います。
教育部長　内部事務担当は市内全
41校に1人ずつ、施設維持担当は1人
が複数の学校を担当しているため全
41校に対し32人が配置されています。
議　員　本市では小学校給食の食材
費については、物価高騰対策として予
算を増額して対応していますが、幼稚
園や認定こども園、認可保育所にも大
きな負担になっていると考えます。各園
の対応について伺います。
福祉こども部長　一部の園では食材
費を抑えるなど対応に苦慮しており、多
くの園で保護者から徴収する給食費
を値上げせざるを得ない状況にあると
考えています。
議　員　学校施設の不具合の対処や
不審者対策の観点から、校務員を全
校に配置すべきと考えますが、市長の
所見を伺います。
市　長　校務員の全校配置は、児童

生徒の安全性向上や学校現場の負担
軽減の面で大きな効果が期待できる
と考えていますので、積極的に進めて
いきたいと考えています。
議　員　幼稚園、認定こども園などへ
の給食費助成について、昨今の物価
高騰に鑑みると増額すべきと考えます
が、所見を伺います。
市　長　小中学校の給食費の完全無
償化を実施しており、予算上、現行のま
までお願いしたいと考えています。

■その他の質問
▷エアリススケートパーク太田の現
状と今後について

子育ての見守りと支援について

創政クラブ　矢部　伸幸

議　員　財源不足が懸念される中で
の予算編成について、市長に伺います。
市　長　真に必要な予算は削減でき
ません。全ての施策や事業を再検証
し、選択と集中により、持続可能な財
政基盤を構築し、公平性を鑑みて削減
できるところは削減し、力を入れるべき
ところには投資したいと考えています。
議　員　市長マニュフェストの実行で
は、市民や業者、農家を守り育てる施
策を後退させないことが前提です。予
算が多額になるもので待てるものは
待っていただくことも必要です。前市長
時代の施策で無駄なものは削るべき
ですが、所見を伺います。
市　長　当然市民を守らなくてはいけ
ません。その中で選択と集中として、先
を見据えた産業政策、地域公共交通、
デジタル化の３本柱に集中して投資し
たいと考えています。
議　員　掛川市では財政が厳しい時
だからこそ、人づくりに金をかけて財政
力指数１を超える優等生に変わりまし

2026年度予算編成方針について

日本共産党　水野　正己

2次元コードを読み取ると、議員それぞれの全ての質問の様子をご覧いただけます。

本定例会の正式な会議録は、市立図書館や市議会ホームページ、議会事務局などでご覧いただけます。

議　員　多文化共生社会を築くため
にはどのような取り組みが必要である
か、今後の方向性について伺います。
企画部長　多文化共生の推進には、言
語の違いによる課題や文化への理解が
重要です。交流の場を広げ、相互理解
を深める機会を創出するなど、引き続き
取り組んでいきたいと考えています。

議　員　多文化共生社会の基盤となる
踏み込んだ英語教育、特に話せる英語
力を育成するための取り組みや今後の
展望ついて、教育長に所見を伺います。
教育長　国や県の動向を踏まえ、本市
独自の工夫を加えながら、話せる英語

多文化共生の推進について

志友会　八長　孝之

力を身に付けられる教育環境の整備
に努めたいと考えています。
議　員　多文化共生の推進には地域
住民の協力が必要不可欠ですが、地
域への翻訳機の貸し出しを実施でき
ないか、市長の所見を伺います。
市　長　言語の違いによるコミュニ
ケーション不足を解消するためのツー
ルの活用方法については、今後も情報
収集に努めていきたいと考えています。
議　員　地域コミュニティーづくりの
入り口として、また地域と外国人をつな
ぐ重要な媒体として、地域情報誌を多
言語化していく必要があると考えます
が、所見を伺います。
市　長　本市では、広報おおたの多
言語ツールとしてカタログポケットを導
入し、10言語で発信しています。また、
一部地区の行政センターだよりも多言
語で閲覧可能ですので、情報周知をさ
らに進めたいと考えています。
■その他の質問
▷本市の組織体制について

議　員　高齢化社会を見据えた地域
包括ケア体制のあり方や支援体制強
化の方向性について伺います。
健康医療部長　ICT活用による情報
共有と業務の効率化を進めることで専
門職の負担軽減とスキル向上が重要
です。また、住民同士の支え合い機能
の強化や医療、介護、生活支援の役割
分担の最適化を行うことが地域全体
で支える持続可能な体制構築に重要
な要素と考えています。
議　員　今後の地域包括支援セン
ターのあり方について、市長に所見を
伺います。
市　長　地域包括支援センターが果
たす役割は、高齢者支援にとどまらず、
暮らしやすい地域づくりのため、地域
住民やさまざまな関係機関との連携
強化が求められます。また、地域包括
ケアシステムの強化も重要であり、地
域全体で高齢者を支え合う体制を
作っていきたいと考えています。
議　員　クラウドファンディングなど、

歳入以外にも資金を確保する方法を
検討するほか、ボランティア活動や
NPOとの連携強化によりコストを抑
え、サービスの質を維持することができ
ると考えますが、所見を伺います。
市　長　財政面も含め、地域を支える
ためには何が必要かをしっかりと考え
ていきたいと思います。

■その他の質問
▷太田ブランドの創出に向けた観光
施策と地域イベント・情報発信戦略に
ついて
▷渋滞緩和と公共交通の充実を通じ
た暮らしやすい都市形成について

地域包括支援センターの機能強化
と持続可能な地域包括ケア体制に
ついて

弦音会　清水　梨花
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議　員　発達の遅れが見られる児童
への保育士の現状の対応について伺
います。
福祉こども部長　児童の行動や発達
状況を観察・記録し、複数の職員で確
認を行い、保護者へ情報提供していま
す。また必要に応じて、指導計画を作
成し、専門機関に相談、連携を図るほ
か、就学を控えた児童については、必
要な情報を小学校や教育委員会に引
き継ぐなど状況に応じた支援を行って
います。
議　員　発達障がい児を受け入れて
いる園では人員が必要なため、運営
が厳しいと聞きますが、現在の支援策
が十分であるか伺います。
福祉こども部長　近年、各園におけ
る障がい児や特別支援対象児の人
数は多い状況で推移しており、そうし
た子どもを受け入れる園への支援は
必要であるため、今後どのような支援
が妥当なのか、費用対効果や近隣市
町村などの状況も考慮しながら、調

本市が取り組む子育て支援策の
充実について
－幼稚園・こども園等における発達
障がい児の現状と今後の対応について－

市民の会　尾内　謙一

議　員　本市の伴走支援センターの
相談支援方針について伺います。
福祉こども部長　ひきこもり当事者や
家族のペースに合わせて、当事者の望
むタイミングで支援しています。
議　員　ひきこもり当事者の居場所
の提供について伺います。
福祉こども部長　ひきこもり当事者の
支援団体「居場所ITO（糸）」に福祉
会館の会議室を提供し、定期的にアウ
トリーチを行い、情報共有や意見交換
を行っています。
議　員　高齢化が進む中において、
家族会への支援について伺います。
福祉こども部長　ひきこもり当事者の
家族の支援団体である「太田道草の
会」に対しても、当事者の支援団体と
同様の支援を行っています。
議　員　まちなかの一角などに、ひき
こもりの本人や家族、仲間たちが集え
る社会的な居場所を設置すべきと考え
ますが、市長に所見を伺います。
市　長　しっかりと見守り、寄り添うこ

とのできる理解者の人材育成ととも
に、そうした居場所の提供も含めて検
討していきたいと考えています。
議　員　最終的に目指すべきところ
は、ひきこもりが問題にならない社会を
つくっていくことだと考えますが、所見
を伺います。
市　長　ひきこもりという社会的問題
を包括的に支援する体制は必要であ
るため、しっかりと寄り添う姿勢で取り
組みたいと考えています。

■その他の質問
▷本市の公共施設等総合管理計画に
ついて

本市のひきこもりの現状と課題に
ついて

志友会　大川　陽一

査研究を進めていきたいと考えていま
す。

■その他の質問
▷義務教育現場における発達障がい
児の現状と今後の対応について
▷本市の子育て支援を担う太田市
ファミリー・サポート・センター事業の
更なる充実について
○令和８年度の予算編成について
▷第３次太田市総合計画を踏まえた
新年度の予算措置と本市の財政状況
について
▷現下の物価高やトランプ関税の市
内経済に与える影響について

　本会議で各常任委員会に付託された議案の審査結果について、定例会最
終日に行われた委員長報告から要旨を抜粋してお知らせします。

委員会では 次の議案を審査しました

■群馬県市町村総合事務組合の規約
変更に関する協議について
説明　太田市外

ほか

三町広域清掃組合の
名称変更のほか、災害弔

ちょうい

慰金の支給等
に関する事務の共同処理を取りやめるこ
となど、所要の規約変更を構成団体にお
いて協議のうえ定めることについて、議会
の議決を求めるものです。
審査結果　原案可決

■群馬県市町村総合事務組合の災害
弔慰金の支給等に関する事務に係る共

同処理の取り止めに伴う財産処分に関
する協議について
説明　災害弔慰金の支給等に関する事
務の共同処理を取りやめることに伴い、
自然災害救助基金を共同処理団体に
還付することなどについて、議会の議決
を求めるものです。
審査結果　原案可決

■太田市職員等の旅費に関する条例
の全部改正について
説明　本年４月１日に改正された国家
公務員の旅費制度に準ずる形で条例の
改正を行うものです。
審査結果　原案可決

■太田市火災予防条例の一部改正に
ついて
説明　近年多発している大規模林野火
災に対応するため、新たに林野火災注
意報と警報を発令し、注意喚起や防火
指導を強化するため、所要の改正を行う
ものです。
審査結果　原案可決

市民文教委員会

■太田市印鑑条例の一部改正につい
て
説明　「地方公共団体情報システムの
標準化に関する法律」により義務付けら
れた標準化基準に適合した情報システ
ムへの移行に伴い、印鑑登録原票から男
女の別を削除する改正を行うものです。
審査結果　原案可決

■太田市手数料条例の一部改正につ
いて
説明　コンビニエンスストアなどに設置
されているマルチコピー機で住民票の写
しなどを取得できる「コンビニ交付サー
ビス」について、手数料の引き下げを行う
ため、所要の改正を行うものです。
審査結果　原案可決

市民文教委員会

■太田市行政センター条例の一部改
正について
説明　尾島地区・藪塚本町地区を除く
１２地区の行政センターと地区公民館に
ついては、同一施設に行政センター機能
と公民館機能を備えていますが、施設の
会議室などの使用料や施設利用などの
規定は、施設によって本条例または公民
館条例に別 に々規定していることから、公
民館条例の規定として一元化する改正を
行うことに伴い、本条例における使用料や
施設利用などに係る規定を削るとともに、
規定の整理を行うものです。
審査結果　原案可決

■太田市ふれあいセンター条例の一
部改正について
■太田市生涯学習センター条例の一
部改正について
■太田市公民館条例の一部改正につ
いて
説明　これら3議案は、公民館とふれあ
いセンター、生涯学習センターの施設使
用料体系を統一することにより、施設利
用の明瞭性と利用者の公平性の向上を
図るため、本条例について改正を行うも
のです。
審査結果　原案可決

総務企画委員会
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古紙パルプ配合率 70％再生紙と環境に
やさしい大豆インキを使用しています

《陳情》
番　号 件　　　　　　　名

陳情第26号 臓器移植に関わる不正な臓器取引や移植目的の渡航等を防止し、国民が知らずに犯罪に巻き
込まれることを防ぐための環境整備等を求める意見書提出のことについて

陳情第27号 国に国民の主食である米の価格を統制することを求める意見書の提出に関することについて

《市長提出議案》
番　号 件　　　　　　　名 付託先 審議結果 採決結果

議案第110号 令和７年度太田市一般会計補正予算（第４号）について 省略 可決 賛成全員
議案第111号 群馬県市町村総合事務組合の規約変更に関する協議について 総務企画 可決 賛成全員

議案第112号
群馬県市町村総合事務組合の災害弔慰金の支給等に関する事
務に係る共同処理の取り止めに伴う財産処分に関する協議に
ついて

総務企画 可決 賛成全員

議案第113号 太田市職員等の旅費に関する条例の全部改正について 総務企画 可決 賛成全員
議案第114号 太田市火災予防条例の一部改正について 総務企画 可決 賛成全員
議案第115号 太田市印鑑条例の一部改正について 市民文教 可決 賛成全員
議案第116号 太田市手数料条例の一部改正について 市民文教 可決 賛成多数
議案第117号 太田市行政センター条例の一部改正について 市民文教 可決 賛成全員
議案第118号 太田市ふれあいセンター条例の一部改正について 市民文教 可決 賛成全員
議案第119号 太田市生涯学習センター条例の一部改正について 市民文教 可決 賛成全員
議案第120号 太田市公民館条例の一部改正について 市民文教 可決 賛成全員
議案第121号 太田市立幼稚園設置条例の廃止について 健康福祉 可決 賛成全員

議案第122号 太田市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について 健康福祉 可決 賛成多数

議案第123号 太田市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について 健康福祉 可決 賛成多数

議案第124号 太田市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正について 健康福祉 可決 賛成全員

議案第125号 太田市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について 健康福祉 可決 賛成多数

議案第126号 太田市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部改正について 都市産業 可決 賛成多数

議案第127号 太田市下水道条例の一部改正について 都市産業 可決 賛成全員
議案第128号 指定管理者の指定について（太田市福祉会館） 健康福祉 可決 賛成全員
議案第129号 指定管理者の指定について（太田市新田福祉総合センター） 健康福祉 可決 賛成全員
議案第130号 指定管理者の指定について（太田市尾島健康福祉増進センター）健康福祉 可決 賛成全員
議案第131号 指定管理者の指定について（太田市養護老人ホーム） 健康福祉 可決 賛成全員
議案第132号 指定管理者の指定について（太田市毛里田小放課後児童クラブ）健康福祉 可決 賛成全員
議案第133号 指定管理者の指定について（太田市藪塚本町南放課後児童クラブ）健康福祉 可決 賛成全員

《議会提出議案》
番　号 件　　　　　　　名 付託先 審議結果 採決結果

議会議案
第5号 義務教育費国庫負担制度拡充に係る意見書 省略 可決 賛成全員

《請願》
番　号 件　　　　　　　名 付託先 審議結果 採決結果

請願第18号 義務教育費国庫負担制度負担率の引き上げをはかるための、
2026年度政府予算に係る意見書採択のことについて 市民文教 採択 賛成全員

議案第134号 指定管理者の指定について（太田市総合健康センター） 健康福祉 可決 賛成全員
議案第135号 指定管理者の指定について（太田市浜町勤労会館） 都市産業 可決 賛成全員
議案第136号 指定管理者の指定について（太田市新田勤労会館） 都市産業 可決 賛成全員
議案第137号 財産の取得について（小中義務教育学校学習者用端末） 省略 可決 賛成全員
議案第138号 市道路線の廃止及び認定について 都市産業 可決 賛成全員
議案第139号 令和７年度太田市一般会計補正予算（第５号）について 省略 可決 賛成全員
議案第140号 令和７年度太田市介護保険特別会計補正予算（第２号）について 省略 可決 賛成全員
議案第141号 令和７年度太田市下水道事業等会計補正予算（第２号）について 省略 可決 賛成全員

議案第142号
太田市一般職の職員の給与に関する条例及び太田市一般職の
任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の一部改正に
ついて

総務企画 可決 賛成全員

議案第143号 市長等の給与に関する条例の一部改正について 総務企画 可決 賛成多数

議案第144号 太田市議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部改正について 総務企画 可決 賛成多数

議案第145号 太田市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正について 総務企画 可決 賛成全員

議案などの審議結果をお知らせします12月定例会の

※「付託先」欄において、「省略」とあるのは、本会議において委員会付託の省略が行われたことを示します。

健康福祉委員会

■太田市立幼稚園設置条例の廃止に
ついて
説明　太田市立藪塚本町南幼稚園が
今年度末をもって閉園することに伴い、
条例の廃止を行うものです。
審査結果　原案可決

■太田市家庭的保育事業等の設備及
び運営に関する基準を定める条例の一
部改正について
■太田市乳児等通園支援事業の設備
及び運営に関する基準を定める条例の
一部改正について
■太田市特定教育・保育施設及び特定
地域型保育事業の運営に関する基準
を定める条例の一部改正について
■太田市放課後児童健全育成事業の
設備及び運営に関する基準を定める条
例の一部改正について
説明　これら４議案は、上位法である児
童福祉法などの一部改正により、保育所
などにおける虐待を規定する条項を変更
すること、国家戦略特別区域に限り認め
られていた地域限定保育士制度を一般
制度化すること、健康診断の全部または
一部を行わないことができることとするな
ど、所要の改正を行うものです。
審査結果　原案可決

健康福祉委員会
■指定管理者の指定について（太田市
福祉会館）
説明　太田市福祉会館を社会福祉法
人太田市社会福祉協議会に、令和８年４
月１日から５年間、指定管理者として管
理を行わせようとするものです。
審査結果　原案可決

■指定管理者の指定について（太田市
新田福祉総合センター）
■指定管理者の指定について（太田市
尾島健康福祉増進センター）
説明　太田市新田福祉総合センターと
太田市尾島健康福祉増進センターを社
会福祉法人太田市社会福祉協議会に、
令和８年４月１日から５年間、指定管理
者として管理を行わせようとするもので
す。
審査結果　原案可決

■指定管理者の指定について（太田市
養護老人ホーム）
説明　太田市養護老人ホームを社会福
祉法人和

なごみ

会に、令和８年４月１日から５年
間、指定管理者として管理を行わせよう
とするものです。
審査結果　原案可決

■指定管理者の指定について（太田市
毛里田小放課後児童クラブ）
■指定管理者の指定について（太田市

藪塚本町南放課後児童クラブ）
説明　太田市毛里田小放課後児童クラ
ブを特定非営利活動法人エンゼルラン
プに、太田市藪塚本町南放課後児童ク
ラブを社会福祉法人善

ぜん

美
び

会に、令和８年
４月１日から５年間、指定管理者として管
理を行わせようとするものです。
審査結果　原案可決

■指定管理者の指定について（太田市
総合健康センター）
説明　太田市総合健康センターを一般
財団法人太田市健診センターに、令和８
年４月１日から５年間、指定管理者として
管理を行わせようとするものです。
審査結果　原案可決

都市産業委員会

■太田市地区計画の区域内における
建築物の制限に関する条例の一部改
正について
説明　東金井工業団地南地区の事業
用地拡張に伴う地区計画の新規策定ま
たは変更のため、所要の改正を行うもの
です。
審査結果　原案可決

■太田市下水道条例の一部改正につ
いて

都市産業委員会

説明　標準下水道条例の改正に伴い、
災害その他の非常の場合において、他
市町村長の指定を受けた指定工事店で
あっても、市長が認めた場合は排水設備
などの工事を行うことが出来るように改
正を行うものです。
審査結果　原案可決

■指定管理者の指定について（太田市
浜町勤労会館）
説明　太田市浜町勤労会館を株式会
社忍

にんえいじつ

栄実に、令和８年４月１日から３年
間、指定管理者として管理を行わせよう
とするものです。
審査結果　原案可決

■指定管理者の指定について（太田市
新田勤労会館）
説明　太田市新田勤労会館を公益社
団法人太田市シルバー人材センターに、
令和８年４月１日から３年間、指定管理
者として管理を行わせようとするもので
す。
審査結果　原案可決

■市道路線の廃止及び認定について
説明　市道の１２路線８，４１３.９㍍を廃
止し、１６路線６，５６４.５㍍を認定するも
のです。
審査結果　原案可決




